
1/6　景気ウォッチャー調査（令和５年８月調査）― 中国（現状）―

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

来客数の動き ・前年同月比10％以上、来客数が伸びている。

◎

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症がほぼ収束した状況でお盆を
迎え、帰省客がそこそこあった。前々年、前年とお盆の来
客数は少なく、売上も良くなかったが、今年の８月は20日
くらいまで来客数が伸び、３か月前と比べて状況は良く
なっている。

◎
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・制限のないお盆で人流が回復し、来客数がコロナ禍前の
状況まで戻ってきている。

◎

高級レストラン
（事業戦略担
当）

来客数の動き ・Ｇ７広島サミットの影響で、客単価が大幅に上昇してい
る。

◎

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・花火大会や夏祭りなど様々なイベントが３～４年ぶりに
開催され、帰省客も前年と比べて大幅に増加した。組人数
や１人当たりの売上はゴールデンウィークを上回り、売上
は目標としていた新型コロナウイルス感染症発生前の90％
まで回復している。

◎
都市型ホテル
（総支配人）

単価の動き ・宿泊については、単価が10％以上上昇するなど、コロナ
禍前の2019年よりも状況が良くなっている。

◎
タクシー運転手 来客数の動き ・１日を通して人の動きは良く、タクシーの利用客も多く

なっている。

○
商店街（代表
者）

来客数の動き ・夏のイベントなどが重なり、人出が多くなって街に活気
が出ている。

○
一般小売店［食
品］（経営者）

単価の動き ・商品の値上げで上昇した客単価は今後下がることはな
く、このまま推移していく。

○

一般小売店
［茶］（経営
者）

お客様の様子 ・国内の売上は新型コロナウイルス感染症発生前の売上に
戻りつつあるが、海外の取引先の売上が新型コロナウイル
ス感染症発生前よりも落ちている。当社と取引のある国の
石油価格や電気料金などの上昇に賃金上昇がついていって
いないために経済が落ち込んでいることと、当社の商品の
値上げが要因である。

○
百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・旅行や外出など、非日常的な消費は活発になっている。

○
百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症に対する警戒が更に薄くな
り、客の外出頻度が以前より上向いている。

○

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・８月中旬以降、観光客やお盆の帰省客が増え、家族での
来店が前年と比べ多かった。久々に帰省した子供や孫に商
品を購入している年配者が多く、客単価も高く、秋物商材
なども動いていた。

○
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・100万円の時計や150万円のバッグが売れるなど、売上は
好調である。

○

スーパー（業務
開発担当）

来客数の動き ・平均単価が7.6ポイント、売上も６ポイント程度上昇して
いる。商品の値上がりにもかかわらず来客数は前年を維持
している。

○
家電量販店（販
売担当）

販売量の動き ・来客数は減っているが客単価が上がっている。

○
家電量販店（企
画担当）

販売量の動き ・暑い夏が続き、季節商材の販売量が増加している。

○
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・８月の販売量は前年比105％と徐々に良くなっている。

○

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・来場者数が増え、販売数も増加している。数か月前と比
較すると、全体の動きは上向き傾向になりつつある。

○
乗用車販売店
（業務担当）

販売量の動き ・少しずつ商品が安定して生産できているため販売は増え
てくる。

○

その他専門店
［土産物］（経
営者）

お客様の様子 ・以前は見られなかった外国人観光客の姿を見るように
なった。店内の客はマスク着用が２割以下と、ほとんどの
客が日常に戻ったようである。

○

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症の影響が無くなってきた。
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○

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

来客数の動き ・来客数が伸びており、インバウンドも戻りつつある。

○

一般レストラン
（店長）

お客様の様子 ・旅行客が非常に増えている。アフターコロナとなり初め
ての夏休みで、家族連れの旅行客を多く見掛ける。学生た
ちも今まで我慢していた反動なのか来店が多くあり、久々
の再会を楽しんでいる。

○

都市型ホテル
（宿泊担当）

来客数の動き ・夏休みということもあり、ファミリー等で１室当たりの
利用人数が増加し、単価上昇につながっていることに加
え、インバウンドの個人客、団体客も継続して好調であ
る。

○

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・夏休みが終わって家族旅行は下火になっているが、企業
によってはお盆休みを分散させているので、まだ旅行需要
は増えている。

○

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・県内の動きでは、国内個人旅行は引き続き好調だが、団
体旅行の回復が鈍い。海外旅行については個人、団体とも
需要回復には至っておらず、航空便の再開や円安の沈静化
に期待したい。

○

タクシー運転手 販売量の動き ・新型コロナウイルスの新規感染者数が減少したため、帰
省、旅行、イベント等がコロナ禍前のようになっている。

○
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染症の規制緩和で景気が良くなっ
ている。

○
テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・客の動きに大きな変化はない。

○
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・夏休みやお盆の客の様子は、新型コロナウイルス感染症
発生前に戻りつつある。

○
住宅販売会社
（営業担当）

お客様の様子 ・夏季休暇中の人出は多かった。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染状況が落ち着いてきたが、景
気回復には向かっていない。

□

商店街（代表
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染症が収束しつつあり来客数が
戻っているが、消費につながっていない状況である。

□
一般小売店［印
章］（経営者）

販売量の動き ・例年８月は販売量が低迷するが、今年は暑さも影響して
いるかもしれない。

□

一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染状況が落ち着き、人出も多く
なっているが、売上の増加にはつながっていない。

□

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・来客数は前年より多く、衣料品、雑貨、家庭用品が好調
であるが、食料品が不調のため、全体では前年の売上をや
や下回る見込みである。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・バーゲンセールの商品数が少なくなり、定価品の販売を
展開しているが売上は良くない。ただし、今月は特別な催
事をしたため、売上が前年と比べて10％増加している。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・価格改定や特価品減少の影響で販売単価は上昇し、販売
数量は減少傾向が続く。結果としては前年比で売上金額は
横ばいである。

□

百貨店（外商担
当）

お客様の様子 ・８月に入っても猛暑が続き、また、来客数の多いお盆に
台風が来たこともあって、売上、来客数共に厳しい状況で
ある。

□

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・７月までは、近県エリアへの購買流出により厳しい売上
状況で推移していたが、理由は不明であるが８月はその動
きが一旦止まっている。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・この半年間、売上が前年を僅かに上回っているが、来客
数は前年を下回っている。

□
スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・競合店の商品の動きが悪化しており、商品の売価上昇が
全く止まっていない。

□

スーパー（店
長）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染状況が収束し、久しぶりに人
の移動に制限がないお盆だったこともあって、かなり期待
していたが、客が外食へ流れたのか、来客数、買上点数共
に前年比97％という結果となっている。値上げによる１品
単価の上昇で、売上はほぼ前年並みである。
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□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・アフターコロナによる外出、行楽、帰省はみられたもの
の、売上が大幅に伸長することはなく、割引日に客数の集
中が見られ、平日と週末の差が大きい。価格の高騰で客の
節約志向は更に高まり、電気代やガソリン価格の高騰の影
響は食料品を中心に影響している。

□
スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・値上がりの影響が継続しており、客は買い控えをしてい
る。

□

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・１品単価の上昇により売上は前年実績を上回っている。
来客数がほぼ前年並みになっているにもかかわらず、１人
当たり買上点数の前年割れが続いている。

□
スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・前年や３か月前と比べ、客の買上点数に著しい変化はな
い。

□

コンビニ（副地
域ブロック長）

お客様の様子 ・人流が回復して１年が経過し、食品全般、飲料の販売数
量の伸びは鈍化している。ガソリン価格などの物価の高騰
が家計に影響を及ぼしている。

□

コンビニ（支店
長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けが５類に引
き下げられて、週末を中心に来客数が増加しているが、エ
ネルギー価格の上昇で経費が非常にかさんでいる。

□

衣料品専門店
（代表）

販売量の動き ・行動制限が無くなったため、お盆休み用の需要は増えた
が、その後は物価上昇の影響もあり、客の買い控えが続
く。

□

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・客の買い控えはさほどないが、物価高に伴い商品単価が
上昇している状況であり、景気の回復はまだである。

□
家電量販店（店
長）

販売量の動き ・季節商材は売れているが、テレビやパソコンなどの売上
の落ち込みが激しい。

□

家電量販店（副
店長）

販売量の動き ・家電の販売量は前年を少し上回っているが、リフォーム
需要が大幅に落ち込んでおり、平均すると前年並みの売上
となっている。

□
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・現在、状況の変化はなく、良くも悪くも客の消費行動に
動きがない。

□

その他専門店
［時計］（経営
者）

お客様の様子 ・来客数は前月と比べ増加したが、買上単価は低く、修理
等のメンテナンスが多くなっている。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

お客様の様子 ・客の外出機会が増え、以前よりも購買意欲は上昇してい
るが、買上点数は伸びておらず、まだまだ景気が上昇して
いるとはいえない。ガソリン価格などの高騰がゆっくりと
家計を圧迫し、客の財布のひもを固くしている。

□

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・暑さのためか人が動いていない。お盆時期も台風の影響
でゴールデンウィークに比べると来客数が少なかった。

□

観光型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・３か月前は、全国旅行支援のお陰で来客数が増加して景
気は良かった。連休は稼働が良かったが、連休明けは落ち
込んでいる。

□

観光型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・ゴールデンウィークと比べてお盆休みの稼働は若干落ち
ているが、売上は上回っているため、景気は３か月前と変
わらない。

□

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・夏休み期間で期待したが、７月21日で県独自の全国旅行
支援が終了したことと台風による影響もあって、お盆以降
の来客数の伸びが弱く、低調に推移している。

□

タクシー運転手 お客様の様子 ・３か月前から好景気の状態が継続している。新型コロナ
ウイルスの新規感染者は出ているようだが、人数の公表等
もなく景気回復に影響はない。

□

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・携帯端末で認定中古品の取扱いを始めて四半期ほどだ
が、徐々に取扱数が増えている。新製品が過度に高仕様、
高価格という理由もあるが、地球環境にやさしく、消費に
対して抑制のある風潮が広まっている。

□
通信会社（経理
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染状況が落ち着いているが、客
の様子に変化はない。

□
競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・１日平均の売上は、３か月前とほぼ変わらない。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・依然として、来客数がコロナ禍前の夏の水準まで戻って
いない。
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□

設計事務所（経
営者）

販売量の動き ・現在の建築コストは高止まりで推移している。使える予
算の影響なのか、リフォームの相談はあるが、新築物件の
需要が低下しており、全体的に動きが悪い。

□
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・建築物価と金利の上昇から、引き合いが低迷している状
況が続いている。

□
住宅販売会社
（営業所長）

来客数の動き ・客からの情報入手量が減った状態であり、また、支払不
安が発生するケースも目立つ。

▲

商店街（理事） お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染症法の位置付けが５類に引き
下げられたが、新規感染者数は依然として増加しており、
客に生活防衛意識が染みついているためなのか、し好品を
買い控えている。

▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・新型コロナウイルス感染症の影響で来客数が非常に少な
い。

▲
スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・来客数、買上点数共に減少している。

▲
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・日常の買回り品、電気料金、ガソリン価格などの上昇
で、家計が苦しくなっている。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・商品改良が重なり、販売する車両がないのが問題であ
る。

▲

乗用車販売店
（リース担当）

来客数の動き ・ガソリン価格の高騰が影響し、客は支出を控える必要が
あるため、点検や整備などの経費を削る傾向が多少ある。

▲

放送通信サービ
ス（総務経理担
当）

お客様の様子 ・１年前と比べて、延滞残存率が上昇しており、客の支払
能力の低下がうかがえる。

▲

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・コロナ禍明けと夏季休暇の解放感による積極消費から一
転、新型コロナウイルスの感染拡大やガソリン価格など物
価の高騰に加え、増税検討に係る報道もあいまって、日常
消費の抑制、新聞定期購読やサブスクリプション系サービ
スの解約又は低廉なメニューへの変更が見受けられる。

▲

ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・３か月前と変わらず団体客の動きはあるが、人数が減少
している。また、個人客の動きも悪いため全体的に客数は
減少している。

▲
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・住宅価格の上昇を受けて購入をためらっている客が多
く、予算が縮小している様子である。

×
住関連専門店
（営業担当）

お客様の様子 ・来客数が伸びない。

×
一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・金をたくさん使う客は少なく、必要最低限の消費しかし
ない客が増加している。

×
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・様々な商品の価格高騰に伴い、客の買い控え傾向がみら
れる。

◎

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・繁忙期で生産は好調である。

○
繊維工業（財務
担当）

取引先の様子 ・行動制限が解除され、人流が活発になっている。

○
輸送業 受注価格や販売

価格の動き
・受注が増えている。

○

通信業（営業企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・データセンターやＩｏＴ関連の引き合い量や取引量は計
画的な要素が大きいが、以前と比較して増えている。電気
料金の高騰も落ち着き、燃料調整費が下がっていることか
ら、購入に当たっての不安感が無くなってきている。

○

金融業（外交担
当）

取引先の様子 ・取引先企業のうち、飲食業、小売業、サービス業といっ
た景気に敏感な業種の売上増加がみられ、四半期ベースで
110％以上で推移している。Ｇ７広島サミットの好影響によ
るインバウンド効果を確実に捉えている。

○
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス感染症関連が落ち着いており、受注
量が上向きに進行している状況である。

□
農林水産業（従
業員）

受注価格や販売
価格の動き

・価格の高い物が余り動かない。

□

木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス感染症に対する規制緩和に伴って個
人消費が回復しているが、円安、ウクライナ情勢のこう着
状態を考えれば、製造業を中心に景気は低水準のまま横ば
いである。

家計
動向
関連

(中国)

企業
動向
関連

(中国)
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□

化学工業（総務
担当）

取引先の様子 ・価格面では値上げや一部値下げもあり、前月と状況は変
わらない。様々な要因はあるが、原料調達に若干苦慮して
いる面もあり、先行きは不透明感が継続している。

□

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・生産水準に変化はなく、鉄鋼業向け流れ品の生産は低水
準が続いている。

□
鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注動向は変わらない。

□
鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・各分野において人手不足である。

□
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・電子材料素材の受注が低位から中位で推移している。

□

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・電子機器部品製造装置関連の売上は増加しているもの
の、他社との競合や原材料価格の高騰により利益率は低下
している。また、電子部品等の調達難は部分的に解消され
てきているものの、取引先の先行発注の動きは鈍化してい
る。

□

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注予想にめどが立っている。また、受注価格について
は、価格転嫁がある程度進んでいる反面、資機材や納期に
ついては動きが激しく、想定が妥当か否かは不透明な部分
が多い。

□

輸送業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・価格は確実に上昇しているが、あくまでもコスト上昇分
の上乗せ程度であり、実質は横ばいである印象が強い。

□
輸送業（業務推
進担当）

取引先の様子 ・大きなプラス要素や各取引先に目立った動きはなく、状
況は余り変わらない。

□

金融業（経済産
業調査担当）

それ以外 ・インバウンド消費が増加する一方で、物価の上昇やアフ
ターコロナの繰越需要が一巡したことにより、国内客の消
費行動が慎重になっている。

□

会計事務所（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・一定量の受注量は確保できており、新規取引先もコンス
タントに増加している。販売促進関連のアンケート分析
等、スポット業務も徐々に回復している。

▲

食料品製造業
（経営者）

競争相手の様子 ・秋冬に向けての商談が終了したが、既存の秋冬商材は値
上げとなり苦戦している。値上げがスムーズにできるメー
カーとできないメーカーとの格差が極端で、今後も厳しい
状況が続く。

▲
化学工業（総務
担当）

それ以外 ・ガソリン価格の高止まり等により、輸送費への影響が懸
念される。

▲
金属製品製造業
（総務担当）

競争相手の様子 ・当社はまだ受注があるが、同業他社では仕事量が減少し
ており、中には帰休をしている会社もある。

▲

一般機械器具製
造業（管理担
当）

受注量や販売量
の動き

・物価高騰で販売量が伸び悩んでいる。

▲

不動産業（総務
担当）

それ以外 ・２か月前と余り変わらない状況であるが、前月と比べて
来客数が約15％、成約件数が約14％減少しており、悪く
なっている。

× － － －

◎

民間職業紹介機
関（人材紹介・
派遣担当）

求職者数の動き ・人材紹介業において、求職者からの問合せ数が前月比
174％、登録数は前月比121％と増加している。

○
人材派遣会社
（副支店長）

求職者数の動き ・幅広い年齢層で新規求職者数が増加しているが、条件が
合わずマッチングは進んでいない。

○

人材派遣会社
（支社長）

採用者数の動き ・人手不足企業では、賃上げを行う企業が増加している一
方、シニア人材や外国人人材の受入れなど、賃金以外の条
件を緩和する企業が増えてきたことで、採用者数が増加し
始めている。自動車や半導体など一部の業界で人材ニーズ
が低迷しているものの、インバウンド需要に伴う採用増の
動きは力強い。

○

職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・新規求人数は前年比で4.9％増加、有効求人数も前年比で
0.3％増加しており、市場に雇用不足感があるといえる。中
でも卸・小売業や建物サービス業が大幅に増加しており、
人流の活性化がみられる。

○

民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・有効求人倍率は若干減少傾向にあるものの、依然高止ま
り感があり、企業の採用意欲は変わらず旺盛である。複数
社から内定を得るケースも増えてきており、それに伴い辞
退者数も増加している。

企業
動向
関連

(中国)

雇用
関連

(中国)
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□
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・直近３か月、求人動向、消費動向に大きな変動は生じて
おらず、どちらかといえば鈍化している。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の減少傾向が続いており、アフターコロナの
良い影響がみられない。

□

学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求人数の動き ・例年同時期と比較して、求人数に大きな違いはない。

▲
職業安定所（雇
用関連担当）

求職者数の動き ・エネルギー価格など物価の高騰により、高齢求職者数が
増えている。

× － － －

雇用
関連

(中国)


